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泥
土
処
理
研
究
会
（
東
京

都
中
央
区
日
本
橋
室
町
一
―

一
三
―
七
・
Ｐ
Ｍ
Ｏ
日
本
橋

室
町
（
伊
藤
忠
Ｔ
Ｃ
建
機
㈱

内
）
、
�
〇
三
―
三
二
七
二

―
六
五
〇
二
）
が
推
奨
す
る

「
Ｍ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｘ
（
マ
デ
ィ
ッ

ク
ス
）
工
法
」
が
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。

　

環
境
保
全
が
地
球
規
模
の

大
き
な
課
題
と
な
る
昨
今
、

建
設
工
事
現
場
か
ら
発
生
す

る
切
削
残
土
や
河
川
・
湖
沼

か
ら
の
浚
渫
ヘ
ド
ロ
な
ど
の

処
理
・
処
分
や
ダ
ム
の
堆
積

土
の
処
理
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

「
Ｍ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｘ
工
法
」

は
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
応

す
る
た
め
開
発
さ
れ
た
連
続

式
泥
土
処
理
工
法
。
同
研
究

会
で
は
、
建
設
工
事
現
場
か

ら
発
生
す
る
掘
削
残
土
や
浚

渫
ヘ
ド
ロ
な
ど
を
資
源
化

し
、
有
効
活
用
で
き
る
Ｍ
Ｕ

Ｄ
Ｉ
Ｘ
工
法
の
普
及
を
推
進

し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｘ
工
法
は
、
処

理
対
象
の
泥
土
を
円
筒
状
処

理
機
に
投
入
。
投
入
後
、
処

理
機
混
合
室
の
中
を
流
下
す

る
途
中
で
セ
メ
ン
ト
系
固
化

材
や
石
灰
な
ど
の
改
良
材
と

混
合
攪
拌
す
る
こ
と
で
泥
土

を
良
質
土
に
改
良
す
る
と
い

う
も
の
。
処
理
さ
れ
た
改
良

土
は
、
処
理
機
下
部
排
出
出

口
か
ら
定
量
排
出
さ
れ
る
。

　

混
合
室
で
は
、
攪
拌
翼
背

部
の
回
転
軸
部
か
ら
空
気
圧

送
で
改
良
材
を
排
出
散
布

し
、
攪
拌
軸
お
よ
び
攪
拌
翼

の
回
転
と
共
に
円
形
面
状
に

散
布
・
拡
散
を
行
う
。
泥
土

は
連
続
的
に
供
給
さ
れ
る
の

で
、
泥
土
処
理
を
連
続
で
行

う
（
図
①
）
。

　

ま
た
、
多
段
に
配
置
さ
れ

た
攪
拌
翼
が
散
布
・
拡
散
さ

れ
た
改
良
材
と
泥
土
を
高
速

で
攪
拌
。
改
良
材
の
拡
散
効

果
と
攪
拌
翼
に
よ
る
攪
拌
の

相
乗
効
果
で
高
精
度
の
混
合

が
可
能
と
な
り
、
効
率
的
に

泥
土
を
処
理
で
き
る
。

　

泥
土
と
改
良
材
と
の
混
合

量
の
割
合
は
、
ロ
ー
タ
形
排

出
装
置
の
回
転
調
整
と
ホ
ッ

パ
ー
内
の
改
良
材
減
少
量
を

調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
任

意
に
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
。

こ
の
機
能
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
混
合
割
合
の
改
良

土
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

処
理
フ
ロ
ー
は
、
①
浚
渫

・
運
搬
＝
環
境
浄
化
や
洪

水
、
浸
水
対
策
の
た
め
に
河

川
の
堆
積
ヘ
ド
ロ
を
浚
渫
船

な
ど
を
用
い
て
浚
渫
す
る
②

固
化
処
理
＝
挟
雑
物
を
除
去

し
た
浚
渫
土
を
処
理
機
を
中

心
と
し
た
プ
ラ
ン
ト
で
連
続

的
に
運
転
管
理
し
な
が
ら
固

化
材
と
適
合
処
理
を
行
う
③

再
利
用
＝
良
質
土
へ
と
処
理

さ
れ
た
改
良
土
は
地
盤
沈
下

区
域
の
嵩
上
げ
、
道
路
の
路

体
、
盛
土
材
な
ど
様
々
に
用

途
で
再
利
用
で
き
る

―
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
で
実
施
。
泥

土
の
再
利
用
を
実
現
す
る
。

　

同
工
法
の
主
な
特
長
は
、

①
改
良
材
は
エ
ア
搬
送
さ
れ

る
の
で
連
続
施
工
が
可
能
で

あ
る
②
連
続
処
理
方
式
の
た

め
、
処
理
能
力
は
極
め
て
大

き
く
低
コ
ス
ト
で
処
理
で
き

る
③
集
中
管
理
方
式
の
採
用

に
よ
り
、
泥
土
の
性
状
に
応

じ
て
改
良
材
の
添
加
量
、
処

理
ス
ピ
ー
ド
が
自
在
に
変
え

る
こ
と
が
で
き
、
確
実
な
施

工
管
理
を
実
現
す
る
④
粉
粒

体
材
料
を
使
用
す
る
た
め
強

度
の
発
現
が
早
く
、
改
良
土

を
容
易
に
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
で

き
る
⑤
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ

ム
の
採
用
で
粉
塵
の
発
生
が

な
い
⑥
騒
音
・
振
動
が
少
な

い
上
、
防
臭
効
果
も
期
待
で

き
る
な
ど
安
全
・
無
公
害
で

あ
る
⑦
泥
土
の
性
状
に
応
じ

た
各
種
改
良
材
が
使
用
で
き

る

―
な
ど
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
を
有
し
て
い
る
。
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泥
土
処
理
研
究
会 
会
員

一
覧

　

池
田
建
設
工
業
㈱
、
伊
藤

忠
Ｔ
Ｃ
建
機
㈱
、
宇
部
マ
テ

リ
ア
ル
ズ
㈱
、
昭
和
鋼
機

㈱
、
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト

㈱
、
㈱
太
平
洋
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト

㈱
、
㈱
チ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
テ
ク
ニ
カ
合
同
㈱
、

㈱
テ
ル
ナ
イ
ト
、
㈱
東
亜
利

根
ボ
ー
リ
ン
グ
、
東
興
ジ
オ

テ
ッ
ク
㈱
、
日
特
建
設
㈱
、

日
立
セ
メ
ン
ト
㈱
、
双
葉
リ

ー
ス
㈱
、
本
間
技
建
㈱
、
㈱

本
久
、
㈱
ユ
ー
デ
ィ
ケ
ー
。

泥
土
を
資
源
に
有
効
活
用
で
き
る

泥
土
処
理
研
究
会

『
Ｍ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｘ
工
法
』が
話
題
�

ＭＵＤＩＸ工法の施工状況

Ｍ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｘ
工
法
の
原
理：

図
①

　

ス
ク
リ
ュ
ー
フ
リ
ク
シ
ョ

ン
パ
イ
ル
工
法
協
会
（
東
京

都
江
東
区
豊
洲
三
―
二
―
二

四
・
豊
洲
フ
ォ
レ
シ
ア
９
Ｆ

・
㈱
Ｇ
Ｉ
Ｒ
内
、
�
〇
三
―

六
七
七
〇
―
九
九
九
六
）
が

推
奨
す
る
杭
状
地
盤
補
強
工

法
「
ス
ク
リ
ュ
ー
フ
リ
ク
シ

ョ
ン
パ
イ
ル
工
法
」
が
地
盤

改
良
工
事
に
お
い
て
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
と
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。

　

「
ス
ク
リ
ュ
ー
フ
リ
ク
シ

ョ
ン
パ
イ
ル
工
法
（
Ｓ
Ｆ
Ｐ

工
法
）
」
は
、
一
般
的
な
柱

状
改
良
工
法
で
使
用
す
る
設

備
・
施
工
機
に
専
用
の
ケ
ー

シ
ン
グ
と
先
端
掘
削
刃
を
実

装
し
て
簡
単
・
低
コ
ス
ト
で

地
盤
を
補
強
す
る
杭
状
地
盤

補
強
工
法
。
高
品
質
の
証
で

あ
る
日
本
建
築
総
合
試
験
所

の
建
築
技
術
性
能
証
明
を
取

得
し
て
い
る
。

　

セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
を
用
い

て
側
面
に
螺
旋
状
の
節
を
有

す
る
約　

㎝
の
補
強
体
を
築

２０

造
し
て
地
盤
の
補
強
を
図
る

同
工
法
は
、
螺
旋
状
の
節
に

よ
り
従
来
の
補
強
体
と
比
べ

て
圧
倒
的
な
周
面
抵
抗
力
を

発
生
。
こ
の
た
め
一
般
的
な

柱
状
改
良
工
法
と
比
べ
て
高

い
支
持
力
を
実
現
し
、
補
強

体
の
軸
径
を
細
く
し
な
が
ら

優
れ
た
支
持
力
を
維
持
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
固
化
材
と
現
地
の

土
を
混
合
す
る
た
め
土
質
毎

に
発
現
強
度
に
バ
ラ
ツ
キ
の

出
る
従
来
工
法
と
は
異
な
り
、

土
質
に
関
わ
ら
ず
一
定
の
強

度
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
。

施
工
品
質
は
極
め
て
高
い
。

　

セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
の
み
で

杭
を
築
造
す
る
の
で
現
地
の

土
と
混
合
不
要
。
腐
植
土
の

あ
る
地
盤
で
も
施
工
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
築
造
す
る
補
強

体
の
軸
径
が
細
く
で
き
る
の

で
施
工
中
に
残
土
を
ほ
と
ん

ど
排
出
し
な
い
こ
と
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
。
残
土
処
理
に

か
か
る
産
廃
廃
棄
物
処
理
コ

ス
ト
を
大
幅
に
削
減
で
き
る

上
、
残
土
が
出
な
い
の
で
周

辺
地
盤
を
押
し
固
め
、
側
壁

が
強
固
に
な
る
。

　

施
工
は
、
①
設
置
・
建
込

み
＝
打
設
位
置
（
杭
芯
）
に

マ
ー
キ
ン
グ
し
、
施
工
機
に

専
用
の
ケ
ー
シ
ン
グ
を
実
装

し
て
部
材
と
共
に
搬
入
。
プ

ラ
ン
ト
を
設
置
し
、
セ
メ
ン

ト
ミ
ル
ク
を
製
造
す
る
②
回

転
貫
入
＝
打
設
位
置
に
杭
芯

を
セ
ッ
ト
し
、
先
端
掘
削
刃

を
取
り
付
け
た
ケ
ー
シ
ン
グ

を
所
定
の
深
度
ま
で
回
転
貫

入
さ
せ
る
③
セ
メ
ン
ト
ミ
ル

ク
吐
出
、
引
き
上
げ
＝
先
端

に
付
け
た
掘
削
刃
を
取
り
外

し
た
後
、
ケ
ー
シ
ン
グ
内
に

セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
を
吐
出
し

な
が
ら
回
転
し
て
引
き
上
げ

る
。
回
転
し
て
引
き
上
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
補
強
体
に
螺

旋
状
の
節
を
形
成
す
る
④
補

強
体
頭
部
処
理
＝
杭
頭
を
所

定
の
レ
ベ
ル
に
調
整
し
て
施

工
完
了

―
と
い
う
手
順
で

実
施
。
容
易
か
つ
効
率
よ
く

施
工
で
き
る
こ
と
か
ら
導
入

し
や
す
い
施
工
法
と
な
っ
て

い
る
。

　

施
工
コ
ス
ト
も
施
工
期
間

を
短
縮
で
き
る
こ
と
に
加
え
、

残
土
処
理
コ
ス
ト
、
セ
メ
ン

ト
コ
ス
ト
が
不
要
に
な
る
の

で
大
幅
に
削
減
可
能
。ま
た
、

撹
拌
翼
を
使
用
し
な
い
の
で

作
業
員
の
巻
込
リ
ス
ク
も
低

減
す
る
。

　

尚
、同
協
会
で
は
、協
会
員

と
技
術
委
員
会
、
事
務
局
が

密
に
情
報
を
共
有
し
て
お
り
、

常
に
安
心
し
て
施
工
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

https://w
w
w
.sfp.co.
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ス
ク
リ
ュ
ー
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
工
法
協
会

『
ス
ク
リ
ュ
ー
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
工
法
』

最
新
の
技
術
が
生
み
だ
す
最
高
の
地
盤
補
強
工
法

Ｓ
Ｆ
Ｐ
工
法
施
工
イ
メ
ー
ジ

Ｓ
Ｆ
Ｐ
工
法
施
工
状
況

　

エ
ン
バ
イ
オ
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
（
東
京
都
千
代
田

区
鍛
冶
町
二
―
二
―
二
、
�

〇
三
―
五
五
七
七
―
五
五
二

八
）
は
、
九
月
十
八
日
〜
二

十
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た
「
地
盤
技

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
、
地
下

水
汚
染
拡
大
を
防
止
す
る
技

術
な
ど
を
紹
介
し
、
来
場
者

の
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

土
壌
や
地
下
水
の
汚
染
の

中
で
も
最
近
問
題
視
さ
れ
て

い
る
の
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
）
に
よ
る
汚

染
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
使
い
勝
手
の

良
さ
か
ら
幅
広
い
用
途
で
使

用
さ
れ
て
き
た
が
現
在
に
な

っ
て
、
難
分
解
性
、
高
蓄
積

性
、
長
距
離
移
動
と
ぃ
っ
た

性
質
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
規
制
や
リ
ス
ク
管
理
に

関
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
社
で
は

地
下
水
汚
染
拡
大
防
止
技
術

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し

て
い
る
。

　

海
外
で
№
１
の
評
価
を
受

け
、
多
く
の
実
績
を
持
つ
土

壌
地
下
水
汚
染
調
査
・
浄
化

用
機
器
の
輸
入
販
売
を
行
う

同
社
が
提
供
す
る
技
術
は
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
や
Ｖ
Ｏ
Ｃ
ｓ
（
揮
発

性
有
機
化
合
物
）
に
よ
る
汚

染
の
拡
大
防
止
を
図
る
と
共

に
汚
染
物
質
を
吸
着
・
浄
化

す
る
こ
と
が
可
能
。
調
査
か

ら
浄
化
に
至
る
ま
で
一
貫
で

行
っ
て
い
る
。

　

地
下
水
汚
染
の
拡
大
を
防

止
す
る
た
め
に
同
社
で
は
、

①
化
学
酸
化
剤
の
注
入
に
よ

る
原
位
置
浄
化
技
術
②
コ
ロ

イ
ド
状
活
性
炭
注
入
に
よ
る

透
過
性
浄
化
壁
の
設
置

―
の
２
つ
技
術
を
推
奨
し
て
い

る
。

　

化
学
酸
化
剤
注
入
に
よ
る

原
位
置
浄
化
技
術
は
、
注
入

井
戸
よ
り
Ｃ
フ
ェ
ト
ン
ま
た

は
過
硫
酸
ソ
ー
ダ
を
注
入
井

戸
よ
り
注
入
し
、
汚
染
物
質

を
吸
着
す
る
こ
と
で
浄
化
を

図
る
と
い
う
も
の
。
注
入
は

化
学
酸
化
剤
を
高
密
度
か
つ

同
時
に
注
入
で
き
る
多
地
点

同
時
注
入
工
法
で
行
う
。

　

コ
ロ
イ
ド
状
活
性
炭
注
入

に
よ
る
透
過
性
浄
化
壁
技
術

は
、
コ
ロ
イ
ド
状
活
性
炭
の

「
Ｐ
ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
」

を
汚
染
さ
れ
た
敷
地
の
境
界

に
特
定
深
度
注
入
プ
ロ
ー
ブ

を
用
い
て
注
入
し
、
透
過
性

地
下
水
浄
化
壁
を
設
置
す
る

こ
と
で
汚
染
の
拡
大
を
防
止

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

活
性
炭
は
コ
ロ
イ
ド
状
の

た
め
、
地
中
に
注
入
さ
れ
る

と
拡
散
し
て
素
早
く
有
害
物

質
を
吸
着
す
る
と
同
時
に
土

着
の
有
害
物
質
分
解
微
生
物

の
活
性
・
分
解
を
高
め
る
効

果
も
発
揮
す
る
。

　

尚
、
効
果
は
半
永
久
的
に

継
続
す
る
の
で
長
年
に
わ
た

っ
て
汚
染
防
止
効
果
を
発
揮

す
る
。

　

こ
の
２
つ
の
工
法
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
汚

染
被
害
の
拡
大
の
抑
制
効
果

を
最
大
限
に
し
、
確
実
性
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

https://enbio
corp.
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Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
汚
染
に
も
効
果
を
発
揮
�

エ
ン
バ
イ
オ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

地
下
水
汚
染
拡
大
防
止
技
術
が
話
題

特
定
深
度
注
入
プ
ロ
ー
ブ

多
地
点
同
時
注
入
工
法
に
よ
る
注
入
状
況
㊤
と

化
学
酸
化
剤
注
入
の
イ
メ
ー
ジ
図
㊦

　

マ
ル
チ
サ
ー
ク
ル
ジ
ェ
ッ

ト
工
法
協
会
（
東
京
都
練
馬

区
高
松
五
―
八
―
二
〇
・
Ｊ
・

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
、
�
〇
三
―
六
九

一
三
―
二
六
七
〇
）
が
推
奨

す
る
自
由
形
状
・
大
口
径
高

圧
噴
射
攪
拌
工
法
「
マ
ル
チ

サ
ー
ク
ル
ジ
ェ
ッ
ト
工
法
」

が
軟
弱
地
盤
を
強
固
な
地
盤

に
改
良
で
き
る
と
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。

　

大
規
模
地
震
が
頻
発
し
、

更
な
る
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

昨
今
、
地
盤
改
良
工
法
の
需

要
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

は
軟
弱
地
盤
の
液
状
化
対
策

が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
護
岸
の
補
強
や
耐
震
補

強
工
事
に
伴
う
地
盤
改
良
を

行
い
、
地
震
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
留
め
る
た
め
で
あ

る
。

　

地
盤
を
改
良
す
る
た
め
に

従
来
で
は
、
地
盤
に
造
成
ロ

ッ
ド
を
削
孔
挿
入
し
て
地
盤

内
に
改
良
体
を
造
成
す
る
高

圧
噴
射
工
法
が
用
い
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
①
円
柱
状

の
改
良
が
主
流
と
な
る
た
め

設
定
さ
れ
た
改
良
範
囲
に
対

し
て
無
駄
な
改
良
が
発
生
す

る
②
最
大
改
良
径
が
小
さ
い

た
め
、
削
孔
が
多
く
な
り
段

取
り
替
え
が
頻
繁
に
な
る

―
と
い
っ
た
理
由
で
、
施

工
期
間
が
長
く
な
る
上
、
施

工
コ
ス
ト
も
高
く
な
る
と
い

っ
た
課
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
同
協
会

の
推
奨
す
る
「
マ
ル
チ
サ
ー

ク
ル
ジ
ェ
ッ
ト
工
法
」
は
、

軟
弱
な
地
盤
を
地
震
に
強
い

強
固
な
地
盤
へ
と
改
良
で
き

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
効
率

的
な
施
工
で
施
工
期
間
を
大

幅
に
短
縮
し
、
そ
の
結
果
、

施
工
コ
ス
ト
を　

〜　

％
も

１０

３０

削
減
で
き
る
こ
と
か
ら
注
目

の
地
盤
改
良
工
法
と
な
っ
て

い
る
。

　

最
大
の
特
長
は
、
従
来
工

法
で
用
い
ら
れ
て
い
た
造
成

ロ
ッ
ド
に
替
わ
り
、
同
工
法

で
は
専
用
の
多
孔
管
を
備
え

た
造
成
ロ
ッ
ド
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
。
複
数
方
向
に
同

時
噴
射
し
て
効
率
的
な
地
盤

改
良
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
揺
動
式
多
管
孔

の
造
成
ロ
ッ
ド
は
揺
動
角
度

を
任
意
に
設
定
で
き
る
の

で
、
改
良
す
る
地
盤
形
状
を

円
状
・
壁
状
・
扇
状
・
格
子

状
な
ど
自
由
に
設
定
可
能
。

地
形
に
応
じ
た
無
駄
の
な
い

施
工
を
実
現
す
る
。

　

ツ
イ
ン
ノ
ズ
ル
に
は
高
性

能
整
流
装
置
が
装
備
さ
れ
て

お
り
、
最
大
直
径
が
８
・
０

ｍ
（
Ｎ
∧　

砂
質
土
）
と
い

２０

う
国
内
最
大
級
の
大
口
径
改

良
に
も
対
応
す
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
Ｍ
ｉ
ｎ

ｙ
マ
ル
チ
工
法
協
会
と
の
合

併
に
よ
り
、
ワ
ン
ノ
ズ
ル
仕

様
の
楕
円
改
良
と
多
重
管
ロ

ッ
ド
が
加
わ
り
、
壁
状
改
良

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
、

地
盤
に
応
じ
て
ワ
ン
ノ
ズ
ル

と
ツ
イ
ン
ノ
ズ
ル
の
使
い
分

け
、
及
び
水
平
地
盤
改
良
も

可
能
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
専
用
の
管
理
装

置
を
使
用
す
れ
ば
深
度
、
流

量
、
圧
力
な
ど
を
把
握
す
る

こ
と
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
施

工
管
理
を
行
う
こ
と
も
で
き

る
。

　

造
成
完
了
直
後
、
改
良
径

・
改
良
範
囲
を
確
認
で
き
る

こ
と
も
大
き
な
特
長
。
光
フ

ァ
イ
バ
ー
に
ジ
ェ
ッ
ト
が
当

た
る
と
温
度
が
上
昇
す
る
と

い
う
特
性
を
利
用
し
て
改
良

径
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
た

め
、
改
良
範
囲
を
確
認
し
た

い
箇
所
に
事
前
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
て

お
く
こ
と
で
深
度
方
向
に
連

続
的
に
改
良
径
を
確
認
で
き

る
な
ど
高
品
質
な
施
工
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
工
法
は
、
基
礎
・
護
岸

の
耐
震
強
度
の
向
上
や
地
盤

の
液
状
化
対
策
と
い
っ
た
本

設
利
用
や
開
削
山
留
め
の
底

盤
改
良
、
シ
ー
ル
ド
発
進
・

到
達
防
護
な
ど
の
仮
設
利
用

に
有
効
で
あ
る
。

　

https://m
ultijet.jp
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マ
ル
チ
サ
ー
ク
ル
ジ
ェ
ッ
ト
工
法
協
会

短
期
間
・
低
コ
ス
ト
で
軟
弱
地
盤
を
改
良
す
る

『
マ
ル
チ
サ
ー
ク
ル
ジ
ェ
ッ
ト
工
法
』

自
由
形
状
・
大
口
径

高
圧
噴
射
攪
拌
工
法

施
工
手
順

マルチサークルジェット工法概念図
　

ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
（
兵
庫

県
三
木
市
末
広
三
―
二
五
―

二
五
、
�
〇
七
九
四
―
八
六

―
〇
〇
八
一
）
が
推
奨
す
る

各
種
簡
易
基
礎
工
法
は
、
軟

弱
地
盤
や
砂
地
な
ど
に
も
子

構
造
物
を
建
築
で
き
る
と
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。

　

環
境
保
全
に
配
慮
す
る
同

社
で
は
、
創
業
以
来
数
々
の

簡
易
基
礎
工
法
を
開
発
。
い

ず
れ
の
工
法
も
軟
弱
地
盤
や

急
斜
面
、
重
機
を
入
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
場
所
で
も
施

工
が
行
え
る
こ
と
か
ら
年
々

施
工
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

「
ス
パ
イ
ク
フ
レ
ー
ム
工

法
」
は
、
建
設
技
術
性
能
証

明
を
取
得
し
た
ベ
ー
ス
グ
ラ

ウ
ン
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
工
法
を
応
用
し
た
基
礎
工

法
で
あ
る
。

　

従
来
、
構
造
物
を
建
て
る

際
は
、
杭
基
礎
工
法
、
ベ
タ

工
法
、
独
立
基
礎
と
い
っ
た

工
法
で
施
工
し
て
い
た
が
、

い
ず
れ
も
重
機
で
地
面
大
き

く
掘
り
返
し
、
型
枠
を
設
置

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設

す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
同
工

法
は
、
フ
レ
ー
ム
と
基
礎
が

一
体
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら

あ
ら
ゆ
る
地
盤
に
対
応
。
施

工
地
盤
が
軟
弱
地
盤
で
あ
っ

て
も
構
造
物
を
容
易
に
建
築

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

施
工
は
Ｂ
Ｇ
Ｆ
金
具
を
介

し
て
４
本
の
鋼
管
を
土
中
に

打
ち
込
ん
で
フ
レ
ー
ム
を
組

み
立
て
る
だ
け
と
非
常
に
容

易
。
従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
基
礎
と
比
べ
て
圧
倒
的
に

短
時
間
で
基
礎
を
構
築
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

作
業
は
重
機
を
必
要
と
せ

ず
全
て
人
力
で
行
え
る
の
で

施
工
の
手
間
も
か
か
ら
ず
作

業
時
間
も
効
率
化
で
き
る
。

　

重
機
が
入
れ
な
い
水
田
の

よ
う
な
軟
弱
地
盤
で
あ
っ
て

も
打
ち
込
む
鋼
管
を
長
く
す

る
こ
と
で
建
物
を
し
っ
か
り

と
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
台
風
な
ど
の
災
害
に
強

い
基
礎
を
構
築
可
能
。ま
た
、

斜
面
で
あ
っ
て
も
支
柱
と
フ

レ
ー
ム
部
分
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
建
物
や
テ
ラ
ス
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

「
ピ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
」
は
、
軟
弱
地
盤
や
砂

地
な
ど
に
木
道
や
デ
ッ
キ
な

ど
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き

る
簡
易
基
礎
工
法
で
あ
る
。

　

同
工
法
は
、
小
口
径
の
鋼

管
を
あ
る
角
度
で
地
中
に
打

ち
込
む
こ
と
に
よ
り
、
構
造

物
の
支
柱
に
必
要
な
支
持
力

を
持
た
せ
る
と
い
う
も
の
。

　

従
来
の
基
礎
工
法
で
は
対

応
が
困
難
な
、
①
重
機
が
進

入
で
き
な
い
場
所
②
自
然
環

境
保
護
が
必
要
な
場
所
③
通

常
基
礎
で
は
設
置
が
困
難
な

急
斜
面
地
④
桜
や
梅
、
松
な

ど
重
要
な
樹
木
な
根
を
保
護

し
た
い
場
所
⑤
貴
重
な
動
植

物
が
棲
息
ま
た
は
重
要
史
跡

が
あ
る
場
所
⑥
湿
地
や
砂
地
、

水
を
抜
く
こ
と
が
困
難
な
湖

や
池
⑦
地
盤
の
凍
結
深
度
が

深
い
場
所

―
な
ど
で
も
構

造
物
の
建
築
を
可
能
に
す
る
。

　
「
ス
パ
イ
ク
ベ
ー
ス
」
は
、

小
口
径
の
鋼
管
を
地
面
に
垂

直
に
打
ち
込
む
こ
と
で
基
礎

を
構
築
し
、
構
造
物
の
設
置

を
可
能
に
す
る
基
礎
工
法
。

Ｅ
Ｖ
充
電
器
や
家
庭
用
燃
料

電
池
、
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
の

設
置
に
対
応
で
き
る
な
ど
新

た
な
可
能
性
を
広
げ
る
基
礎

工
法
と
な
っ
て
い
る
。

　

施
工
性
は
極
め
て
良
好

で
、
重
機
が
入
れ
な
い
狭
隘

地
で
も
部
材
を
す
べ
て
人
力

で
運
ん
で
施
工
可
能
。
隣
家

の
境
界
ギ
リ
ギ
リ
に
カ
ー
ポ

ー
ト
の
柱
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

https://www.lasco.jp

                    

軟
弱
地
盤
・
砂
地
・
急
斜
面
に
も
対
応
す
る

ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン

各
種
基
礎
工
法
が
注
目
を
集
め
る
�

建
物
を
支
え
る
金
具

スパイクフレーム工法による施工イメージ

　

Ｊ
Ｆ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
（
大
阪
市
北
区
堂
島
二
―

一
―
三
一
・
京
阪
堂
島
ビ
ル
、

�
〇
六
―
六
六
九
〇
―
八
三

五
三
）
が
推
奨
す
る
壁
状
強

化
地
業
「
Ｉ
Ｇ
ウ
ォ
ー
ル
工

法
」
が
簡
単
施
工
で
確
実
に

地
盤
の
支
持
力
を
向
上
す
る

こ
と
か
ら
話
題
を
呼
ん
で
い

る
。

　

建
物
を
建
築
す
る
際
、
必

要
に
な
る
の
が
地
盤
調
査
で

あ
る
。
調
査
の
結
果
、
軟
弱

層
（
地
耐
力
不
足
）
と
判
明

さ
れ
た
場
合
、
建
物
の
不
同

沈
下
を
防
止
す
る
た
め
に
地

盤
改
良
が
必
要
と
な
る
。

　

建
築
前
の
地
盤
調
査
、
地

盤
改
良
、
沈
下
修
正
、
３
Ｄ

測
量
、
役
所
調
査
、
環
境
調

査
、
地
盤
瑕
疵
担
保
責
任
保

険
、
地
盤
保
証
と
い
っ
た
建

築
以
外
の
全
て
の
建
築
関
連

事
業
を
展
開
す
る
同
社
で

は
、
こ
う
し
た
地
盤
改
良
が

必
要
な
地
盤
に
適
切
な
改
良

を
施
し
、
安
全
な
建
物
の
建

設
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

地
盤
の
状
態
や
施
工
条
件

に
応
じ
て
選
択
で
き
る
様
、

同
社
で
は
数
々
の
地
盤
改
良

工
法
を
用
意
し
て
い
る
が
、

中
で
も
注
目
を
集
め
る
の
が

施
工
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら

信
頼
性
の
あ
る
地
盤
改
良
が

図
れ
る
「
Ｉ
Ｇ
ウ
ォ
ー
ル
工

法
」
で
あ
る
。

　

同
工
法
は
、
土
と
セ
メ
ン

ト
系
固
化
材
を
混
合
攪
拌
し

た
改
良
体
を
ベ
タ
基
礎
の
直

下
に
井
桁
型
に
配
置
し
、
改

良
体
間
現
地
盤
と
の
複
合
地

盤
を
形
成
す
る
こ
と
で
地
盤

の
支
持
力
を
高
め
る
と
い
う

も
の
。
施
工
後
の
改
良
効
果

は
極
め
て
高
く
、　

年
の
地

２０

盤
保
証
に
対
応
し
て
い
る
。

　

最
大
の
特
長
は
良
好
な
施

工
性
。
他
の
独
自
地
盤
改
良

工
法
と
異
な
り
、
ラ
ン
マ
ー

転
圧
が
不
要
で
施
工
が
行
え

る
。

　

施
工
は
、
①
改
良
す
る
施

工
箇
所
の
掘
削
を
行
う
②
固

化
材
を
掘
削
土
に
散
布
し
、

専
用
バ
ケ
ッ
ト
で
混
合
攪
拌

す
る
③
固
化
材
を
混
合
し
た

土
を
掘
削
孔
に
戻
し
、
バ
ケ

ッ
ト
の
転
圧
板
で
転
圧
を
行

う
④
改
良
体
の
天
端
を
平
坦

に
均
し
、
仕
上
げ
る

―
と

い
っ
た
手
順
で
実
施
。
バ
ッ

ク
ホ
ー
の
み
で
ワ
ン
オ
ペ
で

施
工
が
行
え
る
。

　

通
常
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
に
専

用
バ
ケ
ッ
ト
を
装
着
す
れ

ば
、
一
般
的
な
住
宅
地
盤
改

良
で
あ
れ
ば
１
日
で
施
工
で

き
る
高
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
す
る
。

　

ま
た
、
従
来
で
は
対
応
で

き
な
か
っ
た
狭
小
地
で
も
施

工
が
で
き
る
こ
と
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
。
施
工
人
員
が
少

な
く
て
済
む
上
、
施
工
期
間

も
短
縮
で
き
る
の
で
施
工
コ

ス
ト
も
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

　

し
か
も
、
ラ
ン
マ
ー
転
圧

が
不
要
な
た
め
、
安
全
性
に

も
優
れ
る
な
ど
様
々
な
メ
リ

ッ
ト
を
も
た
ら
す
業
界
初
の

工
法
と
な
っ
て
お
り
、
３
つ

の
特
許
を
取
得
し
て
い
る

他
、
日
本
建
築
総
合
試
験
所

の
建
築
技
術
証
明
を
取
得
す

る
な
ど
確
か
な
技
術
で
あ
る

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い

る
。

　

同
社
で
は
、
地
盤
改
良
の

調
査
か
ら
施
工
、
品
質
に
管

理
に
至
る
ま
で
一
貫
で
実
施

す
る
の
で
安
心
し
て
導
入
可

能
。
施
工
後
は
現
場
ご
と
の

地
耐
力
検
討
書
お
よ
び
工
法

の
性
能
証
明
書
の
発
行
も
可

能
で
あ
る
。

　

壁
状
改
良
Ｉ
Ｇ
Ｗ
地
盤
協

会
Ｈ
Ｐ
＝htpps://igwall.

               

jp.index.htm
l

            
 

Ｊ
Ｆ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

『
Ｉ
Ｇ
ウ
ォ
ー
ル
工
法
』が
注
目
を
集
め
る

壁
状
強
化

地

業

地
盤
の
支
持
力
を
飛
躍
的
に
高
め
る

改

良

体

を

井
桁
に
配
置
し
て

施工状況：改良厚確認状況㊤と
混合攪拌状況㊦

施工に用いる改良体


